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平成 22 年 9 月 3 日 

 

各      位 

会 社 名  ナノキャリア株式会社 

代表者名  代表取締役社長 中冨 一郎 

（コード番号  4571  東証マザーズ） 

問合せ先  取締役 CFO 兼管理部長  西山 達男          

（TEL．03 －3548－0217） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 5 月 14 日に公表致しました業績予想を下記の通り修正致しま

したので、お知らせ致します。 

 

記 

 

１． 平成 23年 3月期第 2四半期累計期間 業績予想数値の修正（平成 22年 4月 1日～平成 22年 9月 30 日） 

                   （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 516 119 118 117 888 円 83 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 20 △312 △312 △313 △2,381円76銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △496 △431 △430 △430 ― 

増 減 率            （％） △96.0 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期第 2四半期） 
39 △282 △282 △284 △2,235円83銭

 

２． 平成 23 年 3月期通期 業績予想数値の修正（平成 22年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

                   （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益
当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 976 41 40 38 286 円 76 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 475 △226 △227 △229 △1,735円06銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △500 △268 △267 △267 ― 

増 減 率            （％） △51.2 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期） 
117 △492 △492 △494 △3,874円60銭
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３．修正の理由 

当第 2 四半期累計期間の売上高につきましては、海外製薬会社と新規ミセル化ナノ粒子医薬品製剤

について、これまで検討評価を行い良好な結果を得ていることから、ライセンス契約の締結による収

入を見込んでおりました。本件については、第 3 四半期に一旦オプション契約を締結した上で、本技

術の価値を高めるべく、効果を十分に見極めるための評価期間を経て、両者確認のうえ、来春にライ

センス契約に入るよう努力しております。 

これにより、当第 2 四半期累計期間中の契約締結見通しが困難となったため、第 2 四半期累計期間

及び通期の業績予想を修正することとなりました。第 2 四半期累計期間における業績予想数値に関し

ましては、売上高を 20 百万円、営業利益を△312 百万円、経常利益を△312 百万円、当期純利益を△

313 百万円に修正しております。 

また、当該ライセンス契約がオプション契約に変更になることにより、通期の業績予想数値につき

ましては、売上高を 475 百万円、営業利益を△226 百万円、経常利益を△227 百万円、当期純利益を△

229 百万円に修正しております。当初の売上予想が 976 百万円から 475 百万円と△500 百万円減少した

にも関わらず、利益（営業利益、経常利益、当期純利益）が、売上減少分に見合うほど減少していな

いのは、上記理由により契約案件に伴う費用と、NC-4016 の治験用製剤製造費用及び関連費用が発生し

ないこと、また間接費を主とした経費を極力圧縮・節減していることよるものです。 

なお、当社のパイプラインの進捗等に関しましては、別途「パイプラインの現況に関するお知らせ」

を開示いたしておりますのでご参照ください。 

 

（注）業績予想につきましては、現時点での入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。

予想には不確定要素が内在しており、実際の業績は、今後の様々な要因により、上記予想数値と

異なる場合があります。 

 

以  上 


